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中間支援活動助成事業 実績報告 
 

団体名 
認定特定非営利活動法人 
ソーシャルデザインセンター淡路 

代表者名 理事長 木田 薫 

事業名 

＜基本事業＞ 

「SODA地域づくり応援事業」 

＜企画立案事業＞ 

淡路島が目指す地域目標を共有するための「SDGs環境認証」の構築 

 

＜事業実施実績＞ 

年 月 日 活   動   内   容 

2021年 5月 12日 【企画】第 1回「SDGｓ認証」の新たな評価システムの構築会議 

     25日 【企画】第 2回「SDGｓ認証」の新たな評価システムの構築会議 

    7月 1日 【企画】第 3回「SDGｓ認証」の新たな評価システムの構築会議 

   9月 24日 
【企画】第１回「SDGｓキックオフ宣言～SDGsは明るい淡路島をつくるのか」 

    講 師：湯本 貴和（京都大学霊長類研究所所長） 

10月 6日 【企画】第 4回「SDGｓ認証」の新たな評価システムの構築会議 

11月 7日 

【基本】第 12回これからの島の暮らしを考える市役所 2021 

テーマ：これからの社会を描くその１（オンライン＆リアルセミナー） 

「淡路島の未来ビジョンの議論すべき課題～淡路島と日本と世界との関り～」 

講 師：内藤 正明（京都大学名誉教授）  

芦谷 恒憲（兵庫県立大学産学連携・研究推進機構特任教授） 

11月 10日 

【企画】「第１回 子どもたちとつくる SDGs  

～持続可能社会における循環の意味～」 

    講 師：内藤 正明（NPO法人 KES環境機構 代表理事 

京都大学名誉教授） 

15日 【企画】第 5回「SDGｓ認証」の新たな評価システムの構築会議 

11月 23～24日 

【基本】第１回地域づくり応援セミナーの実施（市民発電視察～鳥取県～ 

テーマ：これからの持続可能な社会をどう描くか（その１） 

     「エネルギーを自分たちの手に…」 

    講 師：手塚 智子（市民発電とっとり代表） 

荒田 鉄二（公立鳥取環境大学環境学部准教授） 

12月 3日 

【基本】第２回地域づくり応援セミナーの実施（オンライン＆リアルセミナー） 

テーマ：これからの持続可能な社会をどう描くか（その２） 

「withコロナ社会における地域づくりと社会教育の在り方」          

講 師：杉本 厚夫(京都教育大学名誉教授) 

14日 

 

【企画】「第２回 子どもたちとつくる SDGs  

～地域の課題を解決するには（ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ）～」 

    講 師：松村 亮平（SODAコーディネーター） 

    対 象：中学 3年生(40人) 
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22日 

【企画】「第３回 子どもたちとつくる SDGs  

～地球環境問題 ～その現状、原因、対策は～」 

講 師：内藤 正明（NPO法人 KES環境機構 代表理事 

京都大学名誉教授） 

    対 象：高校３年生全員（152人）       

3月 9日 

【基本】第 13回これからの島の暮らしを考える市役所 2021 

テーマ：これからの社会を描くその２（オンライン＆リアルセミナー） 

「じゃのひれアウトドアリゾートと“福良ベイエリア”の未来構想」 

講 師：山形 収司（じゃのひれアウトドアリゾート社長） 

 

「新風土建築試行―淡路島編」 

    講 師：小林 広英（京都大学地球環境学堂 教授）       

11日 

【企画】「 第４回 子どもたちとつくる SDGs  

～大人がおもろいと思う淡路島の暮らし～」 

     講 師：新庄 道（HIKOBAEWARKs代表） 

     対 象：小学 5.6年生(75人) 

25日 【企画】第６回「SDGｓ認証」の新たな評価システムの構築会議 

随 時 【基本】 相談、情報提供・ネットワーク、書類作成指導 

 

＜効果と成果＞ 

今年度は、「SDGｓ」をテーマに住民の学びの場を提供し、また小・中・高校との連携を図り、

学校の授業としても、ともに学ぶことが実現した。さらに今年度は評価チェック表も完成し、次年

度以降はこのチェック表を活用した学びの場を計画したいと考えている。地域の課題に住民が主

体的に関わりながら、将来像を描く活動を広げていきたいと中間支援活動を継続している中で、特

に今回の「子どもたちとつくる SDGS 認証（宣言）」の取り組みは、これからの報道等へのアピー

ルの仕方によっては地域住民の「気づき」につながると期待している。 

 
次に、以前から「市民発電」に注目し、学習会を開催。淡路島は未来島構想で島のあちらこちら

に『太陽光発電』が設置されてはいるが、それが島民の電力として活用されているという実感がな
い。小さいながらも、地域住民が主体的に活動している様子や、ケーブルテレビの会社が、送電を
する仕組みなど参考になるところが大いにあった。「自分たちの地域のことは自分たちの手で・・
・」SODAとしては、さらなる活動に繋げていくお手伝いができればと思っている。 
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＜収支決算書＞ 

［基本事業］ 

（収入） 

項   目 金額（円） 

中間支援活動助成金 500,000 

自己資金 10,606 

合  計 510,606 

 

（支出） 

区分 項  目 金額（円） 
左のうち 

助成対象金額（円） 

直 

接 

経 

費 

人件費 71,610 71,610 

旅費交通費 109,456 109,456 

講師謝金 210,000 210,000 

委託費 20,000 20,000 

小 計 411,066 411,066 

間接経費（一般管理費） 99,540 88,934 

合  計 510,606 500,000 

 

［企画立案事業］ 

（収入） 

項   目 金額（円） 

中間支援活動助成金 482,000 

自己資金 1,449 

合  計 483,449 

（支出） 

区分 項  目 金額（円） 
左のうち 

助成対象金額（円） 

直 

接 

経 

費 

人件費 72,540 72,540 

旅費交通費 139,510 139,510 

講師謝金 170,000 170,000 

印刷費 2,904 2,904 

小 計 384,954 384,954 

間接経費（一般管理費） 98,495 97,046 

合  計 483,449 482,000 

 


